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l . 本内は、昭和63年度に太子町教育委員会が夫施した文化財事業及び調査

tJ)概要をまとめたものである。

2. 調資は、太子町教育委員会社会教育諜三村修次• 田村三千大が行なった。

3. *苔の執筆は三村が行ない、編集は三村・田村が担当した。
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l_ - 'ヰじめにこ

太子町では、昭和63年年度に国庫補助事業として、 61年度から継続事業の『鵠庄荘園遺

跡分布調査』と『斑鳩寺講堂屋根葺替修理事業』が行われ、指定文化財の現況調沓・保存

修理が実施された。また、埋蔵文化財の緊急発掘調査とその保存事業を実施した。

社会教育課文化財係は、文化財の保護及び活用・文化財の啓発・埋蔵文化財の緊急発掘

調査・民俗資料館の運営に係る事業を担当し、昭和63年度に行った事業は下記のとおりで

ある。

＼昭和63年度文化財保存事業一覧

事業名称 所在地 事業主体 工事期間 備 考

斑鳩寺講堂屋根 鳩字斑鳩寺 斑鳩寺 平成元年 1月 63~ 元年度 2ケ年

葺替修理工事 平成元年12月 継続事業

触庄荘園遺跡 東南・東保・ 太子町 昭和63年 5月 1日 61,,..._, 2年度 5ケ年

分布調査 東出 平成元年 3月31日 継紐事業

埋蔵文化財分布 広坂・上太田 兵庫県 平成元年 1月28日 委託

調査 太子町 平成元年 3月31日 尾野幸雄氏

町指定文化財 臆字斑鳩寺 太子町 平成元年 3月14日 委託奈良大学

調査（斑鳩寺） 岡田英男教授

瓦銘調査 旭字斑鳩寺 太子町 昭和63年 7月 斑鳩寺

阿曽字屋敷 正円寺

巨樹・巨木調査 町内 兵庫県 昭和63年10月 兵庫県農林事務所
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2 一鵠庄荘園遺跡分布調査

1. はじめに 法隆寺領播磨国鳩荘は、播磨地方西部、林田川東岸に位置する。この起

源は聖徳太子の岡本宮での勝蔓経講義にまで遡るといわれているが、臆荘

としては、平安時代後期の長久元年(l040)ごろに官省符荘として成立し、

法隆寺が斑鳩寺を創建して荘國経営を行なった。

この蝸荘は多くの資料が残り、こりまで文献資料による研究は行なわれ

てきたが、より多角的な視点からの総合的研究が望まれるようになり、特

に近年の都市化に伴い、地割や水利・耕地慣行など現地に即した調資を早

急に実施する必要が出てきた。そのために昭和61年度から鳩庄荘園遺跡分

布調査を実施してきた。

昭和63年度調査を行なった東南・東保・東出地区は、荘地域の東南部に

位置し、東南に檀徳山を望む。中央を東西に国道2号線が通り、交通の便

がよいために近年宅地化が著しく、早急に調査を実施する地区であった。

2. 調査の目的と方法 荘園故地を総合的に調査・研究し、予想される景観の変貌にさ

(1)潅漑調査

(2)地名調査

さいして、現状を記録して保存するとともに、後世の活用に役立てる。ま

た、調査の主題も触荘の調査にとどまらず、地域の現状を正確に把握して

記録するため、綿密な聞き取り調資と現地調査を実施する。

井堰名称と位置確認

用水路の名称と位置確認

水がかり範囲の確認

大字小字境の確認

耕地一枚一枚の通称地名

(3)地籍図・土地台帳調査

(4)文献史料調査 中世・近世・近代文書

村絵図・水論絵図

(5)金石文調査
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3. 調査員の構成

調査委員長 田中琢

副委員長 栗岡清高

委員 岩本次郎

栄原永遠男

小林基伸

高橋学

武田謙一

梶木良夫

¥4. 調査日誌

昭和63年 4月 5日 6日 7日

昭和63年 5月21日22日

奈良国立文化財研究所 埋蔵文化財センター長

太子町馬場地区総代 ・荒河水利管理者

奈良国立文化財研究所情報資料室長

大阪市立大学文学部助教授

兵庫県立歴史博物館学芸員

立命館大学非常勤講師

元太子町鵠地区総代会会長・元赤井水利管理者

大阪市立大学大学院文学研究科

第一回蝸庄荘園遺跡分布調査委員会開催

鳩地区の調査経過報告 （実績報告）

播磨国触荘現況調杏報告 I

東南・東保・東出地区の調査内容と日程

第二回鵠庄荘國遺跡分布調査委員会開催

播磨国鳩荘現況調査報告 Iの反省点

調査地区の文書 ・絵図・字限図調査

播磨国鳩荘絵圏のレプリカ調査 （県博）

昭和63年 7月12日13日 東南・東保・東出地区の現地聞き取り調査

水利・耕地・慣行・通称地名の聞き取り

昭和63年 8月27日28日29日 束南・東保・東出地区の現地確認調査

水かがり・金石文

昭和63年10月 3日 4日 播磨国触荘現況調査報告II作成資料の整理

昭和63年11月 7日 8日

昭和63年12月 5日

平成元年 3月 1日 2日3

平成元年 3月27日28日

鵠地区資料の再確認調査

束南・東保・東出地区の現地水利確認調査

播磨国鳩荘現況調査報告IIの最終打ち合わせ

東南・東保・東出地区調査資料の整理

播磨国触荘絵図調査 （法隆寺）

播磨国鳩荘絵図調査 （法隆寺）
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糾晉国郎荘関係絵図史料一覧表

番号 絵 図 名 大 き さ 年 代 所蔵者 備 考

1 尉翡置｛爛響 129. 8cml25. 4cm 嘉至暦徳4（(1329) ） 隣：] 国国指指定定2 136. 7cml 16. 1cm 3 1386 

:3 

馬馬譴場場村村間絵絵趾図図 即

94cm x 90cm 畠裔且8(1837] 馬場総地代区
4 110cm x 75cm 5 (1872) 鴎荘現祝調杏報告 I
5 80. 5<..'tll 85. 5cm 
6 l 21. I cm 115cm 7 (1874) 

7 馬場村絵図 1福羊（明治） 栗岡消之家 小字が品載

8 鵠村絵図 281cm x 150cm 明治6(1873) 臆地区総代 蝸荘現況謳険報告II

， 
鳩鵠村村絵絵図図

61. 9c:m 87. 7cm 不詳 fi白井明家子 触荘現i兄凋査報告N
1 0 41cm x58. 5cm 不詳

1 1 束束南南村村絵絵図図
150cm x 83cm 計 如総紺代叡ー

1 2 ： 120<-:m X 65cm 

1 3 164cm x 117cm 3 (16834) ) 刺総細代駆
1 4 318cm x 245cm 1 (168 
1 5 154cm x 273cm 
1 6 158cm x 273cm 15 1730) 
1 7 165cm x 271cm I 5 (l 730) 
l 8 184cm x 125cm 
1 9 18 4cm x 12 5cm I 20 188cm x 128cm 
2 1 186cm x 126cm ド鯰
22 116cm x 89cm 
2~-3 40c'!ll x 82cm 8 (1837) 
24 28an x 78cm 
25 28an x 78cm 
26 208cm x 230cm 
27 127cm x 184cm 
28 I 07cm x 78cm 
29 36.5cm 186cm 
30 96cmx 94cm 8 (1837) 
3 1 136cmx 185cm 

32 束保村地限図 不詳 森澤隆家

;:3 3 柳村絵図 95cm x 160cm 明治6(1873) l姻．信一家

34 龍野藩・林田藩人会絵図 77an x82. 5cm 明治4(1871) 山本茂家 平方村絵図

35 村絵図 47.5cm 64. 5cm 不詳 山本国男家 平方• 松田地区絵図

36 福田村絵図 102.3cml07.Jjcm 天保8(1837) 松本秋男家 龍野市史第5巻

37 広山皮田村絵図 天保8(1837) 龍野の部落史近世編

38 ごぜケ涌水論絵図 167. 5cm x67cm 文禄4(1691) 岩見井組 龍野市史第5巻

39 播磨国弘山荘園実検絵図 水徳2(1382) 円尾光家 日本荘瀾絵図集成
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3.  士里蔵文化財分布調査 （広坂・上太田地区）

はじめに 昭和63年度、兵庫県教育委員会の協力で、太子町広坂・上太田地区の埋蔵文

化財分布調査を平成元年 1月から 3月までに実施した。

調査結果 太子町広坂では、向池の南岸において須恵器片の散布が認られ、池の北に面

した南斜面に石棺材が8点散在していことから、箱式石棺が所在するものと考

えられる。

太子町上大田地区は、上太田自然公園整備事業として桜山貯水池の南西部の

分布調査を実施したが、遺跡・遺物の散布は認められなかった。

調査概要

太チ町工震団埠整蠣事業に伴う分布翼嚢瓢涙 I太mn然公崖整蝙“稟に伴 う 分布戯行概た
,y. 成元年3月2011 、F成冗年3月3I日

事稟区域名 人・(-町広版北山地区 “稟区誡名 鴫u-町J-.J.:111迎区

分布調董区域 分布糞仕区誡

去I:!!!IQ;返北11.i (7 I Ha) ~f:!IJ:l·!UI {4 2 II a) 

調査主体者及び 人子町枝灯委員会 糞tft体行及び 人・子霞r教fl委員会
潤査貴任者他の 潟t責任者他の
氏名 足野羊雄 氏名 1€ ff'ti 雄

翼査の期間 （自）平成元年2月 5日 漏在の期閏 （自）平成元年2月1113

（至）平成元年2月20日 （至）平成元{f.3月3lf] 

綱査日数 5 日 真嚢日数 is l1 

諷社廷人数 5 人 漏査鉦人数 28 人

"夏のII類 分布調壼 事稟の檜類 分布鯛嚢

頃発事婁の担当課名 人・'(-町総務暴 関兌事業の担当轟名 太子町贔＂事稟 *1111

瀾 遺跡の有焦 R ・ 黒 帽 @・ ふ必賢 漏 遺濾の有黒 有，R 帽 必要・＠

汽 は取遺犠量 9万t l 箱 (21点） 保管場所 太子町＂青委員会 ff ほ取遺犠量 9ガt 箱 保管場所

結 闊遺躊の名称 向池遺跡 鮎 foll 遺躊の名称

知 箕l

果 の所{iltl! 揖保昴太子町広坂字布J池 果 の所在熾

遺 遺

跡遺躊台轍書号 人子 1 6 跡遺踏台艤番号

石棺の直石が8点散在している 遺跡・遺物は何等羅認及び採集されなかった．

傭考 itl!の南岸9国辺の2埠点より須恵瞬25点を採取した 編考
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4.  士里蔵文化財発掘調査

はじめに 昭和63年度、太子町では緊急発掘調査8件、立会調査3件である。別表に示

すように公共事業に伴うものである0

遺跡保存 平成元年度工事予定の『太子町公共墓園』造成工事内に3基の横穴式石室を

持つ円墳（郷ノ谷2・3・5墳）を、関係当局の協力により設計変更によって

保存を図った。

昭和63年度 太子町埋蔵文化財発掘・分布調査事業実施位置図

1: 50000 
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昭和63年度埋蔵文化財発掘調査 (1)  

太子町教育委員会

遺跡名 I所在地 I 調査理由 経費

No. 57-2,3 98-2 調査期間 埋蔵物発見届 I埋蔵文化財保管書実績報告書

1 触遺跡5次 1東保字高田33,33-1番地 I駐車場造成工事にともなう I¥1,04s.4oo-

昭和63年度 太教 217 63委保記第 教社文 S63, 4, 18,-------5, 19, 太教 教社文3628-8 太教 208

S63. 4. 15. S63. S63. S63. S63. 8. 31 S63. 

2 斑鳩寺遺跡 5次 1鱒字斑鳩寺 709番地 I納経所建設工事にともなう 1¥126, ooo-

太教 400 教社文 太教 401 元委保記第5-196 教社文1323 S63, 8,28,--..... 9, 1, 太教 232 教社文 600 太教 376 太教 17 

S63. 8. 22. S63. 8. 26. S63. S63. 8. 26. S63. H 1. 9. 8. H 1. 5.10. H 1. 6.16. H 1. S63. 12. 26. 

3 郷ノ谷古墳群 I原字郷ノ谷国有林 569 I太子町公共墓困造成工事にともなう ¥558,000-

太甚 8 太教 403 元委保記第5-201 教社文1323 S63. 9. 1."" 9.15 太教 233 教社文 600 太教 377 太教 29 

63. 8. 18. S63. 8. 26. H 1. 7.13. H 1. 9. 8. 廿 1. 5. 10. H 1. 6.16. H 1. H 1. 1.23. 

4 郷ノ谷古墳群 2・3・5号月 I原字郷ノ谷国有林 569 太子町公共墓園造成工事にともなう I <¥sss,ooo-) 

太教 441 63委保記第2-6595 教社文1323 S63. 9.26.-----10.18 太教 233 教社文 600 太教 377 太教 29 

S63. 9.21. H 1. 7.13. H 1. 9. 8. H 1. 5. 10. H 1. 6. 16. H 1. H 1. 1.23. 

5 鯖遺跡 6次 1鯖字堂ノ内1410番地 I中央公民館増築工事（ふれあい広場）にともなう ¥573,000-

太教 410 太教 410 教社文 太教 411 元委保記第5-193 教社文1323 S63. 9. 20."'9. 28. 太教 234 教社文 600 太教 378

63. 9, 5. 63. 9. 5. S63. 9. 5. H 1. 7. 13. H 1. 9. 8. H 1. 5、10. H 1. 6. 16. H 1. 

6 吉福遺跡 1吉福字ハカマ 128番外13筆 I町道吉福～村中線道路改良工事 (L=250m,W=傾）にともなう ¥169, 000-

昭和63年度 太教 543 64委保記第5- 17 教社文1323 S63. 11. 24. ""11、26. 太教 235 教社文 600 太教 379

S63.11.18. H 1. 7. 13. H 1. 9. 8. H 1. 5. 10. H 1. 6. 16. H 1. 

7 太田・北村遺跡 I太田字北ノロ 416-1外15筆 I町道松ヶ下国道線道路改良工事 (L=400m、W=2,Sm拡幅）にともなう ¥2 , 317, 0 00-

太建 239 太教 498 教社文 太教 546 元委保記第5-390 教社文1323 S63.11. 28.,.....,12. 28. 太教 236 教社文 600 太教 380

63.10. 1. 63. 10. 1 . S63.11. 22. H 1. 7.13. H 1. 9. 8. H 1. 5. 10. H 1. 6. 16. H 1. 

8 福地・相坂遺跡 l福地字相坂 663-1外 6筆 i町道中道跨線橋線新設工事 (L=250皿 W=7m)及び吉福水路改修工事 (L=250m、W=2,3m)に伴う ¥2,600,000-
太建 240 太教 499 教社文 太教 544 元委保記第 教社文 S63.12.19.------12. 24. 太教 237 教社文 600 太教 381

63.10. 1. 63、10.1. S63.12. 16. H H H 1. 5. 10. H 1、 6,16. H 1. ， 岩見構遺跡 l吉福字炭屋裏 415-42筆 I町道下構～相坂線新設工事 (L=140m、W=4m)にともなう I¥2ao, ooo-

太建 241 太教 500 教社文 太教 543 元委保記第 教社文 S63.12. 26.~12. 28. 太教 238 教社文 600 太教 382

63.10. 1. 63. 10. 1, S63.12. 16. H H H1.5.10. H 1. 6.16. H 1. 
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昭和 63年度埋蔵文化財発掘調査 (2)  

太子町教育委員会
遺跡名 l所在地 l 調査理由 1経費

No. 57-2,3 98-2 調査期間 埋蔵物発見届 I埋蔵文化財保管書 実績報告書
10 栗原遺跡 1東南字栗原 391-1外29筆 l町道東南～村東線改良工事 (L=200m、W=5m)にともなう
太建 240 太教 499 教社文 立合調査 H1.2.27. 太教 239 教社文 600 :; K教 383
63.10. 1. 63. 10. 1. H 1. 5.10. H 1. 6. 16. H 1. 

11 松田南遺跡 I佐用岡字松田塚田 1県道上太田～鯖線道路交通事故防止対策事業にともなう

県教育委員会からの

依頼による。

12 1東保字東川 1東保歩道橋建設工事にともなう

立合調査

H召禾口 63句三店ど 坦訂哉ゞcィヒ貝オク}布茸周査t

NO 遺跡名 分布調査地 調査理由 調査担当者 調杏期間 遺跡の有無 備考

13 向池遺跡 太子町広坂字向池周辺 太子町工業団地整備事業に伴う 平名元年1月28日 向池遺跡・箱式石棺 確認調杏が必要

尾野幸雄

14 上太田遺跡 太子町上太田（桜山貯水地）周辺 上太田自然公［刺整備事業に伴う 平名元年3月31日 ヽ価ヽヽヽ

-9- -10-



5 . 斑鳩寺講堂屋根葺替修理事業

昭和63年度

重要文化財（美術工芸品）保存施設

斑鳩寺講堂屋根葺替修理事業設計書

（兵庫県揖保郡太子町鳩 709番地）

1 -碑造物<7..::>,ff既睾

（イ） 工事の対象の名称等

県別 名称・構造形式 建造物の大きさ

平面積 軒面積 屋根面積
： 

兵庫 斑鳩寺講堂 218. 2m2 394.8m2 556. 7m2 

桁行五間、梁間五間 . 
-・・ 璽、入母屋造、

向拝•一間、本瓦葺

斑鳩寺講堂内に重要文化財（彫刻）木造釈迦如来坐像

桓要文化財（彫刻）木造如意観世音菩薩坐像

備考

予算額

菫要文化財（彫刻）木造薬師如来坐像の三体が安償されている。

（口） 指定年月日

明治34年8月 2日

昭和25年9月29日

2 . 破オ員斗犬沙兄

区分 屋根 軸部 基礎

破損程度 大 中 小

（イ）概要

雑作 傾斜．弛緩 その他

中 中 指定彫刻は保存良

堂内に安憤されている重要文化財の仏像三体は、内陣奥の後陣仏墳上にあり、

-11-



保存状態は良好である。

講堂は江戸時代明和六年 (1769)建築になり、建築以来根本修理は行なわ

れていないが、昭和40年代（昭和41・4 2年）に背面屋根の束半分を雨漏り

による部財腐朽に伴い、化粧隅木の取替を含む屋根の部分修理を行なった。しか

し、近年、屋根葺瓦全体の弛緩が著しく、堂内随所で雨漏りが生じ、屋根野地の

陥没箇所等もあり、仏像の保存にも影響が及ぶようになった。

（口）屋根

葺瓦の大半は表面が劣化しており、罐割や欠割が目立つ。また瓦の含水による葺

土の崩れで平瓦の葺足斑が生じ、丸瓦や棟積瓦は積ずれが顕著にみられ、一部の軒

先瓦は落下寸前の状態になっている。したがって、背面東半分を除く屋根は全般に

耐用の限界に達している。

（ハ）小屋組・野地

正面の東西両隅部に雨漏りがあり、箕甲尻部の野地・野垂木は一帯に腐朽し、野

隅木は一部朽落し、母屋や枯木もこの箇所で腐朽がみられる。

そのほかでも野地全般に雨滲み跡がある。

（二）軒廻

裏甲と瓦座の腐朽破損が全般に及んでおり、特に向拝の全面と正面両側の箕甲尻

両側面の破風尻部及び蝶羽軒端は腐朽が顕著で、欠落箇所もある。

正面の西側箕甲尻部は木負や化粧垂木の一部が腐朽している。また、向拝では、

化粧裏板の欠失箇所もある。

（ホ）柱間装置・造作

敷居鴨居や長押の取付きに隙間が生じ、全般に造作の仕口が弛緩している。

正面中央間や外陣側面の一部に建具欠失箇所があり、また板扉の綿板欠失や建付

けの悪い箇所がある。

（へ）防災施設 自動火災報知器の改修

昭和41・42年度に、講堂・三重塔・聖徳殿の3報知区域に自動火災報知装置

を設置しました。発信・受信装置はP型1級とし、差動式分布型感知器を設置。

この受信機は、消防用機械器具等又は消火設備等の消防法施行令の規定に基づき

昭和57年2月より受信期 (P-1)火受第10 1号升虹式は期限失効の為、取替を

要します。

-12-



3。 イ惨~::l:里力で叶

（イ）概要

講堂屋根葺替（部分）修理・防災施設改修

（口） 仮設工事

軒足代、登桟橋の架設を行ない、屋根解体中はシート養生を施す。また材料置場は

堂内にベニヤ板敷、同囲い等を施す。

（ハ） 木工事

正面の東西両隅部の腐朽した小屋組・野地および化粧板屋根廻りの取解き修理をす

る。また、向拝や螺羽軒の腐朽した裏甲・瓦座の取替えおよび野地の補修を行ない、

化粧屋根全般の止め釘弛緩箇所等の繕いを施す，

（二） 屋根工事

正面屋根の隅棟上限の辺りから下半分の屋根と、この上限線を両側西屋根に延長し

た辺りから南寄隅部の屋根、および両平の妻箕甲部屋根の葺瓦・土居葺を取解いてそ

れぞれ葺替えをする。

また、上記葺替部と背面屋根の東半分および東北隅部を除く箇所は丸瓦の葺替修理

をし、正面・西の降棟の積み疸しをする。

（ホ） 雑工事

上記工事の際に支障となる避雷針および自火報の撤去復旧と向拝軒樋の取替を行な

い、また防犯上から外廻りの建具補修をする。

（へ） 防災施設工事

講堂・三重塔・聖徳殿の3報知地域の自動火災報知装置の改修工事を施す。

消防法施行令の自治省令に定める消化設備等、技術上の基準に定めるものとする。

4。 -=rこ 手呈 ー表 区分 ・期間 l ヶ月 2 ; 月 3 ; 月 4 1月 5 1月 6 1月 備 考

工事事務 、,・-

請仮設工事 ヽ-,・一.し一 、一 . ;---:;:...,,,.., -・ ；己一

負木工事

一
瓢’

工置根工事

事繕工事

防災篇設工事
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6.  太子町指定文化財調査

1 . はじめに 昭和54年度に文化財保護条例を制定しまして、町指定にした文化財は、

下記の表に記載した絵画4幅・彫刻3体・占文書5件・無形民俗資料1・天然記念物1の

合計14件を数える。

太子町指定文化財一覧表

指定年月日 名 称 員数 所有者・所在地

昭和55・1・29 絵画 聖徳太子絵伝 4幅 斑鳩寺太子町鳩709
： 

昭和55・1・29 絵画・ 八草漫陀羅 1幅 斑鳩寺太子町触709

昭和55・1・29 絵画 大般十六善神画像 1幅 斑鳩寺太子町蝸709

昭和55・1・29 絵画 十二天画像 12幅 斑鳩寺太子町鵠709

昭和55・1・29 彫刻 石造地蔵菩薩立像 l肱 福専寺太子町束保130

昭和55・1・29 彫刻 木造地蔵菩薩立像 1胆 斑鳩寺太子町触709

昭和55・1・29 彫刻 木造聖徳太子立像 l肱 斑鳩寺太子町触709

昭和55・1・29 古文書 石見井糾文書 53通 石見井組太子町宮本214

昭和55・1・29 古文書 東保村文書 20通 東保自治会太子町東保

昭和55・l・29 古文書 斑鳩寺記録 5冊 斑鳩寺太子町触709

昭和55・1・29 古文書 斑鳩寺文書 5巻 斑鳩寺太子町鵠709

昭和55・1・29 古文書 太子伝抄 12巻 斑鳩寺太子町触709

昭和55・1・29 無形民俗 お幡入れ 平方注吐云哉保存会太子町平方

昭和55・1・29 天然記念物斑鳩寺さざんか 2本 斑鳩寺太子町鳩709

2. 調査内容 今年度太子町では、法隆寺領播磨国触荘の中心寺院である斑鳩寺の建造

物調査を実施した。調査は、斑鳩寺太子堂・客殿及び庫裡・鐘楼の三箇所を、平成元年3

月14日（火曜日）に、奈良大学文学部教授岡田英男氏によって行なわれた。

3. 調査結果 調査結果につきましては、岡田先生より下記の報告を受けた。

-14-



斑鳩寺の建造物 （兵庫県の近世社寺建築より）

建造物名 構 造 形 式 建築年代・備考

斑鳩寺三重塔 三間三璽塔 本瓦葺 永禄 5年(156?.)上棟

国指定重文

斑鳩寺講堂 正面五間 側面五間 ー間向拝付 明和 6年(1769)上棟

単層 入母屋造 本瓦葺

斑鳩寺太子堂 正面五間 側面五間 ー間向拝付 寛文 5年 (1665)

単層 入母屋造 本瓦葺

斑鳩寺鐘楼 正面三間 側面二間 袴腰付

人母屋造 本瓦葺 附銅鎧ーロ

斑鳩寺仁王門 三間一戸 八脚門 単層 寛文11年(1672)

入母屋造 本瓦葺

斑鳩寺薬師堂 ー間社 春日造 柿葺 寛文頃 （三山王）

正面軒唐破風付

斑鳩寺客殿 客殿 正面七間奥行六間半単層 慶安 2年(1649)

及び庫裡 入母屋造本瓦葺玄関付

庫裡 正面四間半奥行六間本瓦葺

-, 5-



斑鳩寺庫裏 一棟

桁行22.9m、梁間13.Om、―重入母屋造、玄関付属、桁行 2.9rn、

梁間 3.Om、本瓦茸

庫裏はもと斑鳩寺塔頭の宝勝院、古くは保勝院に屈したものて、卜し室からな

り、前面に玄関が設けられている 、． 東側に台所が接続しているか、これは後の増

築である。居室は桁行に五列、梁間に三列が並び、上手は奥を納戸とし ．中央が

押板・棚・書院付きの八畳の座敷、その前に八畳の次の間、次の間の下手に十二

畳が並び、広縁が二方に廻り、広緑に面する柱上には舟肘木を設ける 。

玄関は土問の内法に式台を構え、正面に唐破風を設け、板戸を吊り込むぐ玄関

の奥は八畳間と三畳間が続き、十二畳間に達する 。十二仔間の奥を御内仏とし仏

壇を設けているが、この部分は後の改造を受けている 、困・下手の緒室には一部

改造が見られ東妻は台所接続のため軒廻りを徹去しているが、もと県「か廻ってい

たことは明らかで、入母屋造りとして独立した建物であった＜．座敷廻りでは----間

ごとに柱の立つところが多く、座敷のトコを一段上げて押板とすることなどに古

式の扱いが見られる。

『斑鳩寺記録』の慶安二年 (1649)の頃に、春から秋にかけて保勝院を造営し

たことを記し、大工は亀山住人の市右衛門、住持は永智であった。ここに見える

「六間十一間半」の規模は現在の庫裏と全く 一致 し、 I軍裏の形式手法も江戸時代

初期と認められるので、この記録が現在の建物に関するものと認められる、

この庫裏は建立年代が明らかであり、規模もかなり大きく、古式の手法を持ち、

保存も良好である＜

斑鳩寺客殿及び庫帷
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斑鳩寺鐘楼 一棟

桁行三間、梁間二間、袴腰付、入母屋造本瓦葺

附銅鐘一•ロ

鐘楼は石積の基壇上に建ち、楼造で袴腰を設ける ，下層は角柱を貰で固め、頭貰

は用いずに台輪を置いて大斗をのせ、桁、梁を組み、桁行中央に小梁を架ける ，

二階は梁、小梁のヒに丸柱を立て、切目長押、腰貰、腰長押、飛貰、内法長押を

設け、桁行中央間を開放、その他は連子窓とする 柱上に台輪を置き、組物は出

三斗とし、桁下全体に実肘木を作り出し、隅木下に持送りを入れる ＜， 軒は二軒、

妻飾は前包の上に大瓶束を立てる。二階の緑は布緑とし、擬宝珠高欄を廻らすし

二階内部は大梁の上に牛梁を渡し銅鏡を吊っている ，

大棟の舷に天正二十年 (1592)の銘があり、 『斑鳩寺記録』によると、鐘は（且

馬楽音寺の永正十一年 (1514)の鐘が施入されていたか、破損したために元禄六

年 (1693)古鐘に新銅を加えて再鋳しなこの時鐘楼も礎石を重ね、柱を取替え、

建物を高く修造された。

現在の建物は江戸時代中期の形式手法を示すので、元禄六年に現状の形に再建

されたものと考えられる。同年代の銅鐘とともに保存されており、伽藍構成上に

もその価値が認められよう。

辺尋・馳 写真

・. .-::.、・_..•·_,: ;: 

:・. 
'・. -、...~. 

• ・' .. .、. '-.... •.. . ・, ... ,・'....... : .. ·. --~.c. .. , . . .. .'" .• , £ 文［鳩寺籍楼
::::.-、>;,~:c、か；'.:{;.:.',し、,:":.: .'●':,-・., , .. 

, ..  曹 幽

ー..棟
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銅鐘は銘文によると

（年・月・日・施主・作者など）

『斑鳩寺記録』と一致する。小型の鐘ではあるが、江戸時代の鑓は第二次世界大

戦中にほとんど供出され、残存するものは多くないので鐘楼と併せて保存する価

値が認められる。
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斑鳩寺聖徳殿前殿 一棟

桁行五間、梁間五間、入母屋造、正面向拝ー間、本瓦聟

聖徳殿前殿はもと聖徳太子像をまつっていた建物であるが、明治四十三年から

大正三年にかけて背面に中殿及び奥殿を増築して太子像を移し、現状では前殿と

なっている。

前殿は五間四方、内部中央三間四方を内陣、周囲ー間通りを庇とし、正面は外

陣となる。柱は丸柱、｛則柱上の組物は出組、中備は驀股とし、隅に持送りを付け、

軒は二軒繁垂木、妻飾は大虹梁上に大瓶束を立てる。周囲は切目長押、内法長押

を廻らし、周囲三方は扉口、火燈窓で囲い、木口縁をめぐらすが、背面は中殿が

接続したために柱間装置は撤去されている、

内陣柱にはちまきを付け、出組をのせて中備えは設けない↓ 増築の際、背面中

間柱二本を抜いて大虹梁を架け、切残した柱上部を受けている，．，正面は中敷居を

入れ、両脇は格子戸、中央は網戸を入れるが、中央ももとは格子戸引違いでった,.

内陣側面も各間引違舞良戸であったが、現在では一部に戸が残るのみで開放とな

る。

外陣は化粧屋根裏とするが内陣は格天井を張り、後方中央部は一段上げて折上

格天井とする。背面中央間では肘木、折上天井の支輪を切っており、もとここに

仏壇、宮殿を構えていたことが明らかである。正面向拝は連三斗で手挟を組込み、

中備は驀股とする。

聖徳殿は『斑鳩寺記録』によると、天文十年 (1541)当寺炎上の際に焼失し、

同二十年に復興されたが、寛文四年 (1664)再造に着手し、同五年に竣Iした

建物の形式手法から見てもこれが現建物に当たると認められる。

前殿は背面部に大きな改造があり、正面の縁をコンクリートで継足し、向拝木

階を桟橋に改めるなど増築等によもなう変更が大きいが、旧状はほぼ解明出来る

と思われる。当寺の伽藍構成上にも主要な位置を占め、江戸時代初期の手法をよ

くあらわし、太子像をまつるにふさわしい建物であるが、特に聖徳太子とゆかり

の深いこの地方において歴史的な価値も認められよう，9

＇ 
写真

斑鳩寺太r窟
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7 . 文こィヒ貝オ1坊 X ラミー一 （第35回文化財防火デー）

目 的 文化財防火デーの一環行事として、斑鳩寺において消防訓練を行ない、効果的

な実践即応体制の確立を図りるとともに、

化財についての理解を深めてもらう。

一般住民に対しての文化財愛護及び文

実施期日

実施場所

平成元年l月22日

太子町鵠709番地

午前10時30分～午前11時

斑鳩寺境内

実施参加機関 揖南消防署・太子町消防団・太子町教育委員会・斑鳩寺

木日、Cヽ 定 強風波浪乾燥注意報発令下の午前10時30分頃、太子町斑鳩寺内の講堂より出火

折からの北西の風に煽われて延焼拡大、国指定重要文化財の三菫塔へ延焼の危険

がある。

主 眼 斑鳩寺側の通報、初期消化訓練。

消防署、消防団及び関係者との連携活動の円滑化を図る。

＊放水時の留意点 斑鳩寺内の建造物への放水は行なわない。

'・・. . ・-.: ー・.・・

~1宮己亨；忍~;互/ご-::亨:-:.心 、、 ．． ・ク・~-- -、....-. 
第35回文化財防火デー訓練風景写真

-20-



8.  E忌1谷望迂末斗

はじめに 昭和53年12月 1日に開館しました太子町民俗資料館は、太子町福地の民家を

移築して復元したものであります。

資料整理 民俗資料館の資料充実のために、今年度も町民方々から多数の農具・民具資

料を寄贈いただきました。

寄贈資料一覧

水車から鋤・馬鍬

農具

お旗入れの衣裳・長持ち・かめ

階段式押入れ・釘

軍服

塚原・ー一郎（太子町岩見構）

森川広治（太子町上太田）

改野正典（太子町東南）

開発茂水（太子町原）

現在、資料・情報の蓄積や集中的な整理作業を促し、今後の資料の収集方針・

活用の方法を考え、資料をご寄贈いただいた方々への報告という性格を打ちだし

ていく必要がある。

資料館の活動 7月22日 『古い時代の生活体験』で「わら」を材料に、わら草履・俵・

わら縄・むしろなどを作成した。作成に当たって、 「ワラジア

ミダイ」 「ヨコズチ」 「ナワナイキ」などを使用した。

12月25日 資料館で餅つき （資料館内の資料を使用しておこなった。）

12月10日 太子町家庭教育学級で「しめ縄作り」を東中学校において実施

した。
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，一瓦銘国周査

1 . 調査に至る経過

太子町内には、江戸期や近代初期に建てられた寺社・個人住宅が少なからず残されてい

るが、そのなかには、文字の刻まれた瓦を使用している例が散見される。斑鳩寺等の調査

から、この時期に、地元の瓦大工として三木氏が活躍していたことが知られているが、こ

れらの文字瓦のなかには、彼等の足跡が残されたものが多く見られる。

近年、取り壊しや改修工事によってその瓦が失われてしまうおそれが出てきた,.そのた

め、町文化財審議委員の蔵屋信ー氏・山本隆氏らに依頼し、銘文のある瓦の調査を行った，

2. 調査の結果

以下の場所から文字瓦がみつかった。

斑鳩寺 太子町鯖字斑鳩寺 改野家 太子町東南

善導寺 太子町竹広 185 桑田脩家 太子町老原 335

照雲寺 太子町広坂字東垣内 塩津家 龍野市広山

正円寺 太子町阿曽字屋敷 稗田操家 太子町松尾

大歳神社 太子町原 稗田猛家 太子町松尾

平井元世家太子町鯖

三木健家 太子町触

森沢清数家太子町東出 212

柳生巧家 太子町佐用岡 590

これまでの調査の結果、 74点の文字瓦が確認され、うち30点は紀年銘を持つ（第 1表） ＜

この他にも、斑鳩寺三重塔などで紀年銘を持つ瓦の所在が伝えられているが、現在、町教

委でくわしい確認がされておらず、また、拓本等を保管していないので、除外させてもら

った。また、瓦師は第 2表のとおりである。

-22-



南面 干時

明和六年巳丑二月中旬始之

瓦師営所三木庄兵衛

現世安穏 作之

後生善虞

南無阿弥陀佛

営寺雙樹院大忍胃妙志

記之

1769 (明和，6) 斑鳩寺講堂 16 丸瓦 斑鳩寺本堂之瓦 (3) 

南面 舟

畔昧六年巳丑二月十七日始之

瓦師営所三木庄兵衛
， 

現世安穏 造之

後生善虞

'• 営寺双樹沙門妙志

南無阿禰陀佛 記之

1769 (明和 6) 斑鳩寺講堂 17 丸瓦 斑鳩寺本堂之瓦也 (3) 

南面 明味六年巳丑二月中浣

始之

瓦師営

三木伊八郎

現世安穏 造之

後生善虞

営寺雙樹院妙志識之

1769 (明和 6) 斑鳩寺講堂 14 隅巴 播列鯖住人藤原氏 (1) 

南西隅 瓦師屋

三木庄兵衛

明和六歳

丑二月十七日

1771 (明和 8) 斑鳩寺講堂 6 降鬼 鯖柱人 明和八年 (1) 

東妻北側 三木庄兵衛 寅ノ士相吉日

1771 (明和 8) 斑鳩寺請堂 7 降鬼 鱚柱人 明和八歳 (1) 

東妻南側 三木庄兵衛 寅ノ士相吉日

1812 (文化 9) 正円寺本堂 2 鬼瓦 文化九申年

五月日

1812 (文化9) 正円寺本堂 3 鬼瓦 触三木庄左工門 文化九年

作人 申五月吉日

1812 (文化 9) 桑田脩家 1 鬼瓦 文化九年申年

五月日

181~( 文化 9) 三木健家 2 平瓦 文化九拿年三月上旬

斑鳩庄鳩小田作人茂七郎

三木庄兵衛（刻印）
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太子町内紀年銘瓦集成

年号 使用建物及位置 番号 種類 銘 文 文献

1551 (天文20) （斑鳩寺 1 鳥伏 同人0 [_ 

か 庫裏保管） 間瓦 御太子御賢前瓦天文二［＝

助兵［＝

ロロ［ニ

1565 (永禄 8) 斑鳩寺弥勒堂 1 伏間瓦
緑｝＼年キl杓卜J胡十三廿

； 南西隅棟 (2) 

1718 (享保 3) 正円寺本堂 1 鬼瓦 享保三年藤原氏 享保三戌月日

ロロロロロロ鱗住人 三木氏

三月日 仁左エ門 藤原氏治兵□作之
1720 (享保 5 善導寺本堂 1 鬼瓦

輯巳戎靱胚or32 or17) 

1754 (賓歴 4) 斑鳩寺弥勒堂 2 伏間瓦 貨歴四戌年四月日 ニノ五 (2) 

南東隅棟 南無阿弥陀佛

久右エ門（刻印）

1812 (文化 9) 正円寺本堂 2 鬼瓦 文化九年甲年

五月日

1765 (明和 2) 斑鳩寺講堂 1 獅子付 瓦師 明和二酉 (1) 

向拝東端 留蓋 三木与兵衛 八月日

作之

1765 (明和 2) 斑鳩寺講堂 2 獅子付 播列揖西郡 明和二冒 (1) 

向拝西端 留蓋 作人龍野住 八月日

瓦師

三木与兵衛

1769 (明和 6) 斑鳩寺講堂 3 二の鬼 明和六年 庄兵衛作 (1) 

北西隅棟 丑ノ五月吉日 治七郎

1769 (明和 6) 斑鳩寺請堂 4 隅鬼 明和六年 三木庄兵衛作 ('i, 

北西隅棟 丑ノ五月吉日 治七郎

1769 (明和 6) 斑鳩寺請堂 5 降鬼 明和六年 鱗住人藤原氏三木 (1) 

北面西側 丑ノ五月吉日 庄兵衛作

治七郎

1769 (明和 6) 斑鳩寺請堂 8 丸瓦 明和六年巳丑二月十七日 (1) 

向拝部 始之

瓦師営所

三木伊八郎

造之

現世安穏

ヽ
後生善虞

営寺雙樹沙門妙志記之

1769 (明和 6) 斑鳩寺請堂 15 丸瓦 斑鳩寺本堂之瓦 (3) 
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1824 (文政 7) 塩津家 1 鬼瓦 文政七・年萩月日

いかるかかわら志亀治郎

1840 (天保11) 正円寺本堂 4 鬼瓦 干時天保十ーロロ三月上旬

斑旭之庄藤原姓三木氏

1840 (天保11) 正円寺本堂 5 鬼瓦 天保十一年

口五月

三木

庄兵衛

1840 (天保M) 斑鳩寺 1 鬼瓦 天保十一年八月上旬
．， 
柳生巧家所蔵 イカルカ藤原氏

三木庄兵衛作人

同同次太郎

1845 (弘化 2) 平井元世 1 鬼瓦 弘化二年

巳三月日三木庄左衛門

1859 (安政 6) 森沢清数家 1 鬼瓦 安政六未年

イカルガ小田町

三木庄兵衛

1877 (明治10) 桑田脩家 3鬼瓦 龍野住人 明治拾年

三木与兵衛 丑四月日

作之

この表は、現在、太子町教育委員会でその所在を確認している紀年銘瓦を年代順に並べたものである。
文献の(1)は太子町文化財資料第1集『斑鳩寺請堂屋根瓦I』1989,6,、 (2)は太子町文化財資料第2集
『斑鳩寺弥勒堂瓦銘』 1989,7, (3)は太子町文化財資料第3集『斑鳩寺講堂屋根瓦1I』1989,9, (いずれ
も太子町教育委員会）である．

L1fiはは以°治 5ド斑鳩出寺晶 I丸瓦旧聾年
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紀年銘を持つ瓦からわかるもの 推定されるもの

享保 (1720)頃 藤原氏 仁左衛門

藤原氏三木氏治兵衛

宝歴 (1745)頃 久右衛門

明和 (1770)頃 三木与兵衛 藤原氏三木十五郎

三木庄兵衛 仁兵衛

三木治七郎 善右衛門
： 

三木伊八郎 清六

藤右衛門

吉兵衛

源三郎

文化 (1810)頃 三木庄左衛門

三木庄兵衛

茂七郎

時期不明のもの

文政 (1825)頃 亀治郎 藤原氏三木 善四郎

三木 藤左衛門

天保・弘化 三木庄兵衛 三木 伊右門

(1840------45)頃 三木庄左衛門 亀三郎

保太郎

安政 (1859)頃 三木庄兵衛

明治初期 (1877' 三木与兵衛

第2表 確認された瓦師の名前
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1. 0 . 巨．樹・ 巨 木林調査

はじめに 昭和63年度、環境庁において自然保護行政の推進事業の•ー一環として、

巨樹 ・巨木林調査を全国的に実施された。太子町においては、12月に

各社寺の境内・墓地等の巨樹・巨木林調査を行なった。

調資結果 太子町では、 11箇所において幹周りが3m以上の巨樹 ・巨木が、15本

確認されました。このほかに、幹間りが2m以上の巨樹・巨木が19本所

在することが判明した。

太子町内の巨樹・巨木一覧表 （幹周りが3m以上）

所在地 樹種 幹周りcm 樹高 m 生育状態

斑鴻寺

太子町鯖字斑鳩寺748 くすの木 3 1 5 1 8 単木

小林家

太子町鯖字上之町621 むくの木 3 7 0 1 6 単木

稗田神社

太子町鯖字八幡分926 むくの木 3 1 4 1 0 樹林
， 

稗田神社

太子町鳩字八幡分 むくの木 393 1 8 樹林

稗田神社

太子町鳩字八幡分 むくの木 3 2 0 7 樹林

稗田神社

太子町鵠字八幡分 いちょうの木 3 0 1 1 4 樹林
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所在地 樹種 幹固り cm 樹高 m 生育状態

山本家

太子町松尾字吉良305 かしの木 300 6 単木

小山家

太子町馬場字樋ノ上299 むくの木 3 2 2 5 単木
： 

.. 
阿曽墓地

太子町阿曽字三味ノ本 むくの木 3 1 7 1 6 単木
， 

下阿曽墓地

太子町下阿曽字宮ノ前 むくの木 300 l 4 l 単木

中山家

太子町老原字了源寺山 むくの木 300 1 5 単木

常全建速神社

太子町常全字日蓮寺 むくの木 3 9 6 l 2 柑林

岩見溝荒神社

太子町岩見構字丸町 むくの木 3 5 7 l 6 且木

岩見溝荒神社

太子町岩見溝字丸町 むくの木 3 1 6 l 6 単

原大歳神社

太子町原字南町 むくの木 3 8 0 l 6 単才

、＼
，
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